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　　　　　　　　 1） 緒 　　雪

　 H ．A ．　 MttUer の 報告及び其 の 他 の 報告が示す

如 く， 最近 50年聞早産兇く或 は未熱兒）の 分娩前 ，

後 の 死亡 率は著 しい 變化 を認め な い ．叉薪産兒の

死亡率 も
一

旦低下 を示 した が最近 また 上昇 の 傾 向

さえ認 め られ る．近時早産兒 に封す る諸對策 は産

科 汲 ぴ 小 兒科醫の 腿心事 とな り，W ．H ．0 ．の此 の

問題 の採擇 とも平行 し て ， 我 が國に於 い て諸處に

早産 兒施設 の 開設 を見 ， 早産兇 に就 い て の 種 ・  の

研究が行わ れ る に 至 つ た ．當 日赤産 院 に於 て も夙

に早産兒室 の 開設 を見 ， 我 2？もそ の研究の 一一端 を

實施中で ある ．今 次大戰 の戰前か ら戰後に 亙 る早

産 兒 に驪する觀察 は H ．Noack 　u ．　 G ．　OP 三tz の

報告 ， MUIIer，　J，　G ］eiss の 早蓙 の原 因に 就 い て

の 生物 學的及 び肚會的因子 に 關する統計學的觀察

あ り， XVilllam　T ．　 O ，

　Connellr工 S．　 Labate，

Reuss
，
　 E。　Martin，　 H．　Fischerbau，　 F ．　 Holtz，

P ．Feldweg，本邦 に於 い て は 三谷 の 報告 を初 め庄

司等 ，田 中 ， 小畑，岩淵等 の多數 の 報告が見 られ る

ヵミ
， 我々 は 昭 和 12年か ら昭禾029年 に至 る 18年聞の

當 日赤産 院に於 ける早産兒 6502 例 に就 い て之 を逐

年的 ， 及 び戰前か ら最 近 の 6 期に就 き早産兒 出生

頻度推移其 の 他 總括的 觀察 ， 分娩前後 に於け る兒

側 ， 母體側 の之に 關與す る諸因子 及 び新産兒期 に

於け る榮養攝取歌態 を觀察 した ．而 して本邦 に於

け る早産兒の 上界 水準 を知 るぺ く統計的觀察 ， 檢

討 を行 い っ N あ り， 茲に そ の 第一部 を報告す る ．

　　　　　　　 2） 早蔆児の 定義

　 早産児 の 定義 に關 して 國際慣習で は 上 界を體重 24999

に置 き ， 死産晃 の 場合 は 下界 を身長 35cmと し ， 自然呼吸
・

を營ん だ場合 に は 下界を設 けな い と され て い る．然 し既

れ に罫 し異義を挑む者 も多 く． 從來 の 報告者 に 依 りそ の
．

基準は一定して い な い ．在胎期間よ りは 29〜39週 に妊娠．

の 中絶を來し ， 胎兒が適當な養護に依り子宮外生活を 營
・

み得る もの ， 叉身長か らは Haselhorst の如く身長35．G
〜 4τ。9C皿を示す も の を早産兒 と爲す も の ．其の 他32cm．・

迄，34c皿迄或は 35〜45c皿の 間を早産兒 と爲すもの ，夊 児

の 體重からは F ．Jaegerの 如 く上 界2200　g ， 早産晃生活
．

力 の 最低限界 を 14GOg ， 岩淵等 の 如 く1．OOO〜2300g ，庄

司等 は 2499g 以下 500g ，田中は 2000g 以下を以 て ， そ
．

の 資料 となし， そ れにっ い て 各 自の 報告を行つ て い る．

然し乍 ら E．Martin は體重 の み ， 叉身長の み に依 る早．

産屍 の 定義に は 異議あ る と し ， そ の 父母 の 體格 の 遺傳慰

子 をも考慮す べ きである と主張 した．H ．A ．　Mtillerは 勿
．’

論國際慣習 に依る定義に 異議は あるが ， 他報告 と の 比較

上 之 を以 て 早 産 兄 の 定 義 と見傲 した と述 ぺ，我 が 國 に 於
・

い て も新産兒 の 成熟徴候に關して は久慈始 め諸氏の 報告

が あ る が早産晃 の 上 ， 下界 は確
一

さ れず ， 最近では250G ≡

g 生下時體重以下 を 早産児 と見做 す と され て い る．小畑

は新産兒體重の 正常範圍は2482．59 か ら3342。99 である

と述 べ ，」（fi．−W ．　Kieist は 成熟徴候 と して の Femure −

piphyse の X 線學的研究を發表 して い る．我 々 は 本講

査 に於 て 先ず國際慣習に從っ て早産兒 哩）定義を下 し， 民、

族的相違其 の 他 か らの 本邦 入早産 兒 の 限界 を此 の 中で更

に再考 した い と思 う．但 し穿頭術を實施 せ る例では 正確

な身長並 び に體重を知 り難い の で問題とな るが ， 兩9’¢ ，

關係 か らそ の 例が 明 らか に早産兒 の 範圍内 に入 る と言う・
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？54−−94 旦 萱 兒 に 關 す る 統 計県 的 觀 察 日産婦：言志8 、卷 7 號

事が 判明した 亀の の みを含 め た。

　　　　　　　　 3） 調査i鑓照

　H 本赤 ＋ 字壮本部産萋完に於 て 昭 和 12年から昭和 29年に

至 る エ8 年間 に 娩出 さ れ た 早産 児 65臓 例 に 就い て 調脊 し

た ．尚此 の 間 の 29週 以 Lの 分娩數は 50083例であっ た の

で こ の 分 娩數 を 基 と して頻度等 の 算出 を 行っ た．叉 昭 和

12〜15年 を戦前期，昭 和16，葺 年 を戦争前期，昭 和IS・−

20年を戦争後期 ， 昭和21〜23年を終戰直後混亂期 ， 昭案1

雛 〜26年 を戦後中期 ， 昭 和 21r〜29年 を 最近期 と し， 全期

問 を 6 時期 に分 類 した．

　　　　　　　　 te
．） 頻 　　度

　早産兇の 基準 潜 輩告者 に よっ て 異 る た め ，早産兒出生

頻度は必ず し も一様で 憙 い．批 々 の 基準 と同
一

の 基準 に

基 くもの に ラ イ プ チ ッ ヒ 大學 の Noack 等 に依 る報告が

あ る、こ れに 敦 る と1脇 6〜1952年の 間 に 57盟 6分 娩 例 中

4336例 の 早産兒 を 認め，そ の 頻度 は τ。55％であ る・早産兇

の 頻度は Peiper の 言 う如 く 5〜10％ の 「謁にあ る もの が

多 い S：
，

Grosse 等 1に 1衣る と近年 τ〜 8 ％ であ る と言

い ，一
方1ee　2 ． の 資料で は 上 記18年 「罐 ）分娩數 50083例中

6502例の 早産兄で
 tZ均1直は 12。98± O』 9彡を示 した。但
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驚

そ の 申で 565例ぽ多胎妊娠に 依る もの であ る．多胎妊娠

は 早産兒の 發生原因 と して 最も重要 な もの で之 れ を含む

や 否やで そ の 頻度 に大 な る差異を生ずる事になる。庄司

等 の 多胎妊娠 を除外 した もの の報告で は 11．4％．E ．Mar −

tin の 報告では 7 ％，　 William 　2。35％．岩 淵 等 は 同 じ く

多胎妊娠を除外して 7．38％，田中は 2000g以 下 を基準 と

して 5．1％ を報告 ， F ．　Holz の 5．38％ s　 H 。A ．　Mttllerの

　6．4〜 8．3％ 叉 Mttllerは報告中で獨 乙 に於 け る早 産

兒頻度は 4．4％，こ の 中で家庭分娩例では 3，7％，産院分

娩例中 で は 6。5％で産院分娩例 の 方 が 冢庭分娩例 よ りも

頻度の 大な る こ と を 認 め て い る． 各國別で は英國 6。5

％ ， 伊 τ滋 ％ ， 米 4．5％であ る．大都市で の頻度の高い

事も既に認め られて い るが 19釦 年度 ラ イ プチ ヅ ヒ エ3％ ，

ペ ル リン エ2．5％，シ カ ゴ 10．5％ と頻度 が 高 い ．大都市と し

て は い か な る原 因 に依 る もの か 判然 と しない が，Noack

等の 報告に 比 し我 々 の 産院の阜産兒頻度が 高率である．

然し乍らこ れ は 日赤産院 に 於ける頻度であ つ て ， 東京都

の 頻度は こ れ よ り も低い こ とで あ ろ う と考 え る．

　 a ） 年度別推移

　 各年度 に於 け る 頻度の 詳細ぽ 第 1衷 に示す如くであ

・り， 男，女 兄 群中で は頻度の推移に多少の變化は 見られ

るが 何れも統計學的 に有意の 差を見出 し得な い ．各年度

中の頻度 の 逐年的變化では
一

見昭和20年度 1こ一過性 の頻

度 上 昇 が 見 られ る が こ れ 亦統計學的に有意の 差 を示す に

至 つ て い な い ．戰前及 び 戰争前期 ユ3％臺であ っ た が戰争

後期 ， 及び終戦直後期 に は 14％臺と多少の 上 昇 を示 し て

い る が次 の戦後中期，最近期では 11％臺，10％臺 と減少の

傾向にあ るが ， しか し こ れ亦統計學的に有意の差を 示 さ

ない ．最近期 の 平均値と職後 1
’
嘲 以 外 の 他時期 の 平均値

と比 較 す る に有意 の 差を以て 明ら か な早産児出生頭度の

減少が見 ら れ る．戰前，戰後に 亙 る 早産兒の 統計學的推

移に關 して Noack 　u ．　Opitzは混謝期 に 分娩絶樹數 の 減

少を 見 ， 逆 に 同期 に早産兒出生頻度の 上昇を認め たが ，

第 1圖 　分 娩 數 及 び 早 産冤 出 蛮 頻 度 の 逐 年推移

　　　　　（目赤麗 院　昭 12〜29年）

こ の 動揺 の 原囚 に つ い て統計學的 に は 何等把握 し得な い

と述べ て い る．我 ftの調査 で は 年度的に 1年 の ずれを認

め た が 同様 の 事實を得たこ とは甚だ興味あ る 事であ る．

既に洫べ た如く我 々 の 調査で は 戰後分 娩數 の 増加 す る と

共 に逆 に早産兒 出生 頻 度 の漸 減 を 示 し，最 近 期 の 減 少 が

戰前か ら終職直後期迄の頻度との間に有意の差を示 レて

い る 事實 も明 かであ る．最近早産兒の 減少 の 原因は 言う

まで もな く母體 の 生 活に相當の ゆ と りの で きて き た こ と

に俵 るこ とは明 らかで ， 尚當院 に て は母親學級な る もの

を設げ妊娠，分娩に就 い て の 母親の こ れ に對する理解を

深 めっ s あ り， 」．Gleiss の 言う如くこ れ が 早産兒出生

頻度減少へ の 好影響を幾分な り と も齎 ら して い るこ と も

見逃 せ な い ．叉八木の報告中 に あ る年度別新産児體重推

移 が1941年に 最高値を，叉1945年 （昭 和 20年）度 に 最低

値 を 示 し，戰後體重の 漸増を 示 す事を 圖示 し て い る が ，

當院 の 分娩數 の 年度推移 と全 く相似 た推移を示 して い る

事は前述 の 早産兜出生頻度推移 と分娩數 の 推移 との 間 に

或 は 何 らか の 關逋 が あ る の で は な い で あ ろ う か と思わ れ

る様で あ る．

　 b） 初産と經産との關係

　 庄 司 は 經産群 の 早産兒出生頻度が 初産群 の そ れ よ り高

．い と報告 ， Wiliiam も叉同様 の 事を報告 して い る。田

中は 初産群 の 頻度 の 高率 にあ る 事を報告 して い る。我 k

も亦此 の 關係に つ い て の 調査 を 行っ た が第 2 表に 示す 如

く， 統計學的 に有意の差を示 さ な か っ た．而して癰産群

の 頻度 の 方 が 却 っ て 高率を示 した．經産 100例 に 封す る

初産例の 頻 度指數 は 全年度平均 81を示 し ， 戰前期 の 74の

指數 か ら終戰後中期迄漸次指數の 土昇 を見た が最近期で
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　 c ） 月別早産兒出生頻度

　早産兒の 月別出生頻度 に っ い て ， Noack 乢 Opltz は

分娩數 の 高低 とは ず れ を R し， 前者 の 頂 點 1よ 3 月 と 9 月

であるに野 し早産兒の そ れ｝ま5 月にあ る様に思 わ れ る と

述ぺ ，岩淵等は 4 月 最 低，12月 最高，圧 司等は季節別．C

冬 が最 も高い と述べ
， 円 中は秋及 び 冬期 に多少 の 増加 を

認 め る と述 べ て い る． 夊 WIIHam は 1 ， 2月 頻度最

低，10，11月 最 高 で あ っ た と述 べ て い る．當産院 に於 け

る 全分娩數 の 月 甥頻反 は 1 月 に頂 點を ， 叉 6 月 に 最 底 の

谷を有 し， 之を中心 に漸 戊，漸増を示 して い る．一
方早

産児出生 の 月別 ， 季節別頻度 を見 る に弟 2 圖，及 び 第 3

表の如くで あ っ て ， 1 月 に 最 も頻度高 く，次 い で 12月 s

2 月 とこ れに績 く。而 して 5 月 に 最低を示 した，最高 ，

最低 月 は性別では男 ， 女別 は 前者は一致 す るカ  男兒で

は 1 カ 月の ずれを後者 に 見出 した．
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之を季節別 に 見 る

と，即 ち冬季 ガ 統計學的に も有意の 茉を以 て 者明 に高頻
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第 碁表 　季 節別 早 産兒 出生 頻 度

　　 及 び 討 女 晃 男 兄 指數

度を 示 す ，♪e 他 の 3 季では 殆 ん ど差違を認め な か っ た 。

即ち前
一
し庄 口 j等本邦 の 報告 と略々

一
致を見 て い る s 四 ｛

に 於け る 男，女晃 の 出生頻度は冬 ， 春期，夏，秋期で女兒

出生 100、一羇 し男 儿 出生指數は第3 表 の 如 く88，及び騒

な る數値を示 した。

　d） 性別 と早 董兒出生頻度 との 關係

　新産児 の 性別 に依 る 出生 頻度 は男子の そ れ は 女見、＿比

して 幾分高い と され，眞柄 に 依 る と大凡 105 ： 100，流

産兒 の 之れ は 170 ： ！toO，　叉 Noaok 等 に依る と略々

112 ： 100， 岩淵よ 111 ： 100，庄司 」．C9　： 100であ る

と津べ て い る m こ の 原因 に っ い て は 妊娠 中 の 發 育状態々

男，女見で黒る爲で
”
Sる と説明 さ れ て い る 　しか る に 早

産見 でば 上 記 の 關係が 逆 に な る 事か 羊艮告 さ れ，Noaek ：i；

は 94 ： 100， 庄司 等 99 ： 10G と報告 し，田 中は 10醗 　100

な る關旅にあ つ た と逋べ て い る。　我 k の調賚では 第 4

表 の 如 く全年度平均50 ： 1GOな る關係を見出 しs 　 6期間

の 推 移で1。、sk2v 自「劃 及 び 戦争後胡 の 粥 2 ， 第 昌期、．男子

の丘
’
僅 率が減少した。
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第 6 表 性 別，體重 別．甲・産 晃 出 生 頻 度
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畷
　　　 5） 早産兇 を分娩 した母體 の 年齢

　J．Gleiss は早産兒出生 とそ の 母體の 年齢 との 關係に

就 き未婚 ， 若年母體 にっ き種・々に論 じ庄司等も若年者程

高率に早産兒出生 を見 る と述 べ た．　 Williaヱn は早産兒

出生母體平均年齢29。9歳で，茸歳か ら蕊 歳迄の 間 の 年齢

分 布 を認 め た と し，田中ぽ 20〜器 歳 の 間 の 年齢層が28。8

％ で最多であ っ た と述べ て い る．tt・aeの 例に於て は第 8

表に 示 す如く25〜28歳の 群が最も多く，32．9％を示 し，

70％近い 者が21歳から32歳迄の 區分中 に含まれた．尚戰

前 ， 戰後 に於 ける 入工 中絶 の 多少が早産兒 に如何 な る影

．響 が あ っ た か に っ い て 第 7 ，第 8 表 の 如 く，初産 ， 經産

群，年齡別 に 6 時期に 冨分 して調査 して見 た，先ず初産

第 7 表　早 産兒 出 産母 體 の 年 齢區 分 （初 蚤群 ）
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第 3 圖 　 各 年 古 屠 の

百 分 序 推移 （初 産婦）
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第 壬 圖　 各 年 断 層 の 百

　分奉 推…修（經 産婦）

　 　 　 　 　 　 25・・2B
。
丶 ノ

く
・迎

，　　　サ　’　　　　　！

磁 ｛
　　　　　

丶

＼
　 　 　 　 　 　

’梱州1；／13．
t2・15　tfi・1T　le・？v　m・甥 小25翌即 τ震　　 1！−IE．　T6一ワ1匣一

1
凹 2rl一つ62トー」等度

　　 づ m 衣 　 tt長 匠 分 L ．．、す る ギ 均 旨 4 〔女 レの

蚕1鑑1：諜 叢1…齧：齢1署縫
、tjO以 上 ：95

4
‘一・4  

丿」〜　lto

49〜4へ84了

　 　 　 　 4i．〕

）34−一 lo29

〜251

ウ←

躑 I　 B 　 　！　 　 6−　 1　 −一
円 3…3〔1・　2」　 了43

；；7　 之i
．
1

晝　 21

　　 e，

／−・−2f〕

一
窓　12｛，

c
）

一」
！ −！　 1

群 では 25〜28歳群 が 全年度平均 で最も多く 40．41％ さ 示

した a 表及 び圖中か らも分明であ る様 に ， 戰前 ， 戦後で

著 しい 差違を認 め な い 。近年 21〜24歳 の 比較的若年群 に

多 少増加 が 認 め られ る が Gleis“e ，及び庄司寺 つ 述 べ た 如

き2 戚 代以下 の 若 ・
广鮮 の 占め る割合は少な い ．次 に經産

群 の 第 8表で兄る に π 歳以下の 群は最低値 と示 し， 25〜

28歳群は 28．00％ の最高 を示 し p29
〜翻 歳群もこ れ に次

い で高率 を 示 した．t？　 ［li太線で圃 ん だ 21〜24歳，及 び 25〜

2S歳群及び33〜41歳以 上 の 群で は獨得の 傾向を示 し， 統

計 學 的 に 考察 し て 見 る と＿【〜・24歳群及 び 25v28歳↑1羊で は

戦前 ， 戰時 ， 終戰直談期 に比 べ 戦後中朋，最近期 に
τ

る

2 時期は何れも有意 の羨を示 し ， こ の 年齢層 の 増 枷 を見

た 。翼33〜41歳以上 の 3 群何 れ も戰雨，戰時，終戰直後

期で は箸しい 變化を見ない が 次 の 戰後中期か ら最近期 に

至 り減少の 伝 一一示 し た。此 の黠に關し終祓後 か ら亂用 o

れ た入 工 妊娠中絶徽 と の 關係は 當院a 謝等 の 報告 の 如

く ， 人工妊娠 中絶後 の 流早産 の 發生頻皮 の 増加 も關與 し

て い る こ とは明ら か「ごあ る。
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配 ざ れ る事が大であ る と述べ ， 叉 J．Glei鵠 も趾會的因

子 に 就い て 報告 し，K ．　Hol16s の 調査 で は早産児 の 兩親

の 職業中農夫 ， 蒡働者 が 弱 ％ を占め た と述べ て い る が， 我
7t の例の 早産皃 の 母體 の 入院時の 等級 を第13，第14表 に

示 した が ， 院内 に 於 ける等級區 分が 昭 和 21年度 以 來變化

も あ り，叉 更 に さ か の ぽ つ て 社會的地位 ，經濟吠態等を改

め て調査す る事も不 能な爲單 に表示 に 止め 參考 とし た．

第 13表 　等 級 別 區 分 （そ の 1 ）（昭 12〜20年 ）
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第 14表　等 紋 別 區 分（そ の 2 ）（昭 21〜29年 ）

生 保

　　 各群小計
例數

％

を認 め な い ．併 し乍 ら終戰直後 の 昭和21〜23年 に比 し昭

和 2τ〜29年の死産率は 統計學的 に 有意 の 差 を 以 て 薯 しい

上昇を 示 し た．之は近年 に 於ける母體の 分娩前後 に於け

る死亡 の減少 と相反 して い る結果を示 し， 之は母體保護

の 意味で 行わ れ る 人 工 妊娠中絶 の 多數 とな っ た結果 と思

考 さ れる．生後 7 口以内の 死亡率には各期間に統計學的

に 有意 の 差を認 め得る程 の 著 し い 變動は認め られ な い ．

し か し戰前期 か ら戦争後期迄僅 か 乍 ら死亡率 の 低下を見

る．．終職直後の 混亂期に は ピ ーク を示 し以後次期に低下

した が最近期で は再び 上 昇 を示 した．分娩前後 の 死亡率

も終戰直後及 び そ の 次時期 に 多少の 低下を 示 し た が 最近

期では戰前と同様の 死亡率を 示 して い る．而 して終戦直

後 に比 し最近期 の 死崖率が 統鋪學的有意 の 差を示 して 再

び高率 を 示 しっ S あ る原因 が何れに あるか注 日に値する

事である．
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第 15表 　分 娩 前 後 に 於 け る 早 産 見 死 亡 率

径

　　　9） 分娩前 ， 後に於ける早癰見死亡率

　早産兒 の 分娩前後 に於け る死亡率 は E ．Martin 及び

Mtiller が強調す る迄も な く高率であ る。而 して分娩時

及 び生後第 1 日 に於 け る死 亡 が 著明に高率で あ り，Mlil−

ler は ドイ ツ の 早産見 の 分娩前後の 死亡 率 は 38％ で あ る

と報告した．具 の 他VTiZliamの 1939〜1944年間 の 22．54

％ 1942年の 10。8％，庄司 の 16％，Haselhorst　 31。26％ ，

F ．Holz の 2   以 下 29．45％，岩嶽 の 死産率 28．71％ 等

が あ る．我 々 の 觀察で は 18年間平均死産率9．27％ ， 生後

7 日以内平均死亡率9．蜀 ％ ，計 18．75％ を 示 し た （我々

は 尚分 娩時僂死 よ り真死移行 者 は 死産の 中 に算入 した）．

　 a） 年度別推移

　分娩前，後 の早産兒 の 年度別死 亡 率は 第15表及 び 第 5

圖 に 示す如 くであっ て ， 死産率 は 職前，職争前期及 び 後

期に 於て は殆 ん ど差 を認 め な い ．次の 2 時 期 に も僅 か ず

っ 死産率の 上 昇 を認 め る が逐年度的 に は やは り有意 の 差
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ユo．2519

．848

，63

死 礒 及 び 生 後
7 日以 内死 亡 1
　　　
例鋼 ％
　 　 　 　 り

439　20．ユ8
23b’

192

　 　 1  ．3堊　 　 　 　 　 　 75

講 17 ，001涵　　　　　ト
　 8510璽34　　17コ

厩 9．4引画

19． 318
，2015

．8215

．7420

．8018

．75

　b） 初 ， 經産群 （單胎），多胎群の 死亡 率

　分娩前， 後に於け る初 ， 經産別の 早産見死亡率は第

16， 及 び第 17衷 に示す如 く ，死産， 及 び生 後 7 日 以 内死 亡

率共 に何 れ も統計學的 に有意の 差 を 以 て經産群 の 死産及

び生後 7 日以内死亡 率が 初産群 の それ よ りも高率 を 示 し

てい る．．H ．　Aurel 　Mtiller は初産群 30％以下に對 し經

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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産群 ｝ま40〜50％ の 間で あ る と述 べ ，ま た F ．Jaegerも早

産兒の早期死 亡 率 が 初産群 に比 し高い と逋べ て b る．我

k の 資料でも， 上 記率と同様夫・k13 ．d1％及び 2L15 ％

で纏産群 が 明らか に 高率 を 示 した．何 故 に 經産群 の 死亡

率が 高率を示す か明 かで な い ．吏に死亡 が 如何 意 る 分 娩

の 時期 に 高率 を示すか を見る爲 に胎兒子宮内死亡 ， 死産

（狭義），假死 よ り真死移行，生後 1 日以内 ， 生 後 2 〜3

日
，生後 4 〜7 日 内死 亡 の 各群 に 分類，死 亡 頻 度 を 槻察 し

第 16表　分娩 鶸後 に 於 け る産 別一・1）・va．児 死 亡 率
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第 17表 　細 別 崖 別死 亡 率
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　　1i ．43　

26吾51 ．8

@　32824

275651 ．s6 ：65e2 たが ， 經 産 群

は第17 表に示 す 如く何 れ の 時期 に 於ても 經 産 群が

産 群 より高 率 を示 し て いる ．特に廣義の死産 率 の 比

では有意 の差 を 以て經産群が初 産 群のそ れ よ り 高 率 を 示し

いる．即ちF 。Kovaes 等 は 生 後 第1 日目の 哺育が非常

重要だと 強調し，叉 Haselhorst は 早 産免

育 の 爲 の 哺育者の熟練の必要な るこ とを 強調

ている が，我々も 亦之に賛意を表するもの で ある 。

@
多
胎 群の死産及 び生 後早 期 死 亡 率は第 16 ， 第 1 俵 に示

す’ 如くで單 胎群に 比 し 高率を示し，特に生 競 1 日 以内

死 亡 が初

， 軍胎 群に 比し 統計 學 的 に有意の差 を 示

て 高率にあ る． 　e ） 性甥に依る 分娩 前後 早 産

死 亡 率 　一般 に成 熟児に於て も男児 の 公娩 前後の 死亡率は

児 の そ れよりも 高率 で あ る ．早産見に於 い て も 第ユ

\ ，第19 褒に示す如 く，分娩 前 後 の 死 亡 牽，就 中

後7 日以内の 死 亡 率 が 明ら か に統 計學的に 有意の 差

以てs 男 兄群 の 殪亡 率が 女 兒 詳のそれ よ りも高い。

を 細區夢して男， 女児 間の 差 異を 見るに 第1 駿の如

， 生 後 1 日以内の 死 亡 率が 統 計 學的 に有意 の差 を 以

男 児に 高 い ．

死産 率 の みは
寧
ろ女児 の 方 が や 》高率を示 し 他 の 結

と逆 の結 果と
なつ
た

。
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　d）労娩 前，後 に 於ける體 重 別死亡率 　早産兒の體重別死亡率 は 第20表 の

く ， H ．　Noack 　 u ． 　　　 　 　 　　　　　　　　

　　　メ G ．Opitz を初め と し て，　 Willia

@T ． 0 ． ， 　 E ． 　Martin ， 三谷 ， 庄司 等

依り報
告
され て い る ， 我 々 は20eo 　 g 迄 は 10   g 區分 し
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第 20表　氈報 告 と の 體 重 別死亡 率 比 較
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